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新電力シェア・卸取引の状況等について
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「平成30年北海道胆振東部地震」に伴う卸取引市場への影響について

 2018年9月6日に発生した北海道胆振東部地震に伴い、同日より、北海道エリアにお
けるスポット取引が停止されている。

 また、JEPXでは、取引から５日後までに、インバランス精算に係るαの速報値の公表を
行うこととされており、αの算定に当たっては、全国のインバランスデータが必要となるとこ
ろ、この間は、北海道のエリアインバランスデータを除いた形で算定されたαの速報値の公
表が行われている。

 今後、JEPXにおいて、9月分のαの確報値を11月に公表することとなるところ、この間の
α値の取扱い等については、関係機関と協力しつつ、実際のインバランスデータも踏まえ、
検討を行っていくことが必要。

α：系統全体の需給状況に応じた調整項

β：地域ごとの市場価格差を反映する調整項

インバランス精算単価＝スポット市場価格と１時間前市場価格の30分毎の加重平均値×α
＋β



需給実績の情報開示について
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（参考）ドイツの事例

 ドイツでは、透明性確保の観点から、フラウンホーファー研究機構傘下のISE研究所が、
数時間程度の遅れでドイツ国内供給実績(1時間値)を電源種別にグラフ化し、HPで
公表している。

（出所） https://www.energy-charts.de/power.htm
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需給情報の公表に関する今後の方向性

 「系統情報の公表の考え方」においては、「リアルタイム需給情報の公開は、ひとえに需
給の観点だけではなく、今後、電力システム改革を進め、一般送配電事業者の中立
性、公平性を徹底する観点からも非常に重要である」とされている。

 また、電源種別の供給実績の情報が速やかに公開されることで、ディマンドリスポンスや
省エネのコンサルティングなど、新たなビジネス機会の拡大につながることも期待される。

 さらに、これまでの審議会においても、委員からは電源種別の供給実績の速やかな公開
を望む声が寄せられている。

 こうした要請に応える観点から、どのような改善が可能であるのかにつき、今後、システム
改修に要する費用、期間なども踏まえつつ、関係機関の間で検討すべき課題について整
理していくこととしてはどうか。


